
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することにより待ち受けを行う基地
局を決定するための周辺基地局探索方法であって、
　周辺基地局情報を含むとまり木チャネルを探索し、受信する探索受信ステップと、
　前記探索受信 により受信したとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得する
取得ステップ 、前記探索受信ステップにより受信したとまり木チャネルが複数あ
る場合には、該複数のとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得
　
　

　
　

　

【請求項２】
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ステップ
であって

するステップと、
前記周辺基地局情報の和集合を作成する作成ステップと、
前記和集合の個々の基地局について優先順位づけを行う優先順位づけステップとを備え

、
前記周辺基地局情報の個々の基地局は優先順位づけが行われており、
前記優先順位づけステップは、前記周辺基地局情報における優先順位づけを考慮して、

前記和集合における優先順位づけを行い、かつ基地局の優先度を、該基地局が含まれてい
たとまり木チャネルの前記探索受信ステップにおける受信レベルが高い場合には高く設定
し、

前記探索受信ステップは、優先度の高い基地局のとまり木チャネルについては高頻度に
探索を行い、優先度の低い基地局のとまり木チャネルについては低頻度に探索を行うこと
を特徴とする周辺基地局探索方法。



　請求項 に記載の周辺基地局探索方法であって、前記優先順位づけステップは、前記周
辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設定することを特徴とする周
辺基地局探索方法。
【請求項３】
　基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することにより待ち受けを行う基地
局を決定する移動局であって、
　周辺基地局情報を含むとまり木チャネルを探索し、受信する探索受信手段と、
　前記探索受信手段により受信したとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得する取得
手段

と、
　前記取得手段により取得した周辺基地局情報に基づいてとまり木チャネルの探索を行う
ように前記探索受信手段を制御する制御手段

　

【請求項４】
　請求項 に記載の移動局であって、前記制御手段は、前記周辺基地局情報に含まれてい
た数が多い基地局の優先度を高く設定することを特徴とする移動局。
【請求項５】
　基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することによりとまり木チャネルの
品質を測定する品質測定装置であって、
　周辺基地局情報を含むとまり木チャネルを探索し、受信する探索受信手段と、
　前記探索受信手段により受信したとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得する取得
手段

と、
　前記取得手段により取得した周辺基地局情報に基づいてとまり木チャネルの探索を行う
ように前記探索受信手段を制御する制御手段

　

ことを特徴とする品質測定装置。
【請求項６】
　請求項 に記載の品質測定装置であって、前記制御手段は、前記周辺基地局情報に含ま
れていた数が多い基地局の優先度を高く設定することを特徴とする品質測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することにより
を行う基地局を決定するための周辺基地局探索方法等に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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１

であって、前記探索受信手段により受信したとまり木チャネルが複数ある場合には、
該複数のとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得する取得手段

であって、前記周辺基地局情報の和集合を作
成し、前記和集合に基づいてとまり木チャネルの探索を行うように前記探索受信手段を制
御する制御手段とを備え、

前記周辺基地局情報の個々の基地局は優先順位づけが行われており、前記制御手段は、
前記周辺基地局情報における優先順位づけを考慮して、前記和集合における優先順位づけ
を行い、かつ基地局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャネルの前記探索受
信手段による受信レベルが高い場合には高く設定し、優先度の高い基地局のとまり木チャ
ネルについては高頻度に探索を行い、優先度の低い基地局のとまり木チャネルについては
低頻度に探索を行うように前記探索受信手段を制御することを特徴とする移動局。

３

であって、前記探索受信手段により受信したとまり木チャネルが複数ある場合には、
該複数のとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得する取得手段

であって、前記制御手段は、前記周辺基地局
情報の和集合を作成し、前記探索受信手段が前記和集合に基づいてとまり木チャネルの探
索を行うように前記探索受信手段を制御する制御手段とを備え、

前記周辺基地局情報の個々の基地局は優先順位づけが行われており、前記制御手段は、
前記周辺基地局情報における優先順位づけを考慮して、前記和集合における優先順位づけ
を行い、かつ基地局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャネルの前記探索受
信手段による受信レベルが高い場合には高く設定し、優先度の高い基地局のとまり木チャ
ネルについては高頻度に探索を行い、優先度の低い基地局のとまり木チャネルについては
低頻度に探索を行うように前記探索受信手段を制御する

５

待ち受け



現在普及している携帯電話のような移動通信システムでは、サービスエリア全体をセルと
呼ばれる比較的小さな無線ゾーンに分割してサービスを行っている。このようなシステム
は、例えば図１に示すように、分割された無線ゾーンをカバーする複数の基地局１１１－
１～１１１－５と、これら基地局１１１－１～１１１－５との間に無線チャネルを設定し
て通信を行う移動局１１２－１～１１２－３により構成されている。
【０００３】
基地局からある送信電力で送信された電波は減衰しながら空間を伝搬し受信点に到達する
。電波が受ける減衰量は送信点と受信点の距離が遠くなるほど大きくなるという性質があ
るため、基本的に遠い基地局から送信されるとまり木チャネルは弱い受信レベルで、近い
基地局から送信されるとまり木チャネルは強いレベルで受信される。現実には、伝搬損失
の大小は距離だけではなく、地形や建造物などの状況により異なってくるため、移動局の
移動に伴って各基地局からのとまり木チャネルの受信電力は大きく変動する。基地局から
送信される信号をよりよい品質で受信するためには、移動局は各基地局からのとまり木チ
ャネルを常に監視し、最良の基地局を選択することが重要となる。
【０００４】
一方、移動通信システムを運用していくにあたって、システム設計者は自らが意図した通
りに設置された基地局により所望の（通信）品質やカバレッジが得られているかどうかを
日々確認する作業が重要である。このような目的に用いる装置を品質測定装置と呼ぶこと
にする。品質測定装置には様々な形式のものが用いられる。あらかじめ受信する無線チャ
ネルが設定された受信機を多数用意し、同時に複数の無線チャネルの受信レベルやＳＩＲ
（信号対干渉電力比； Signal to Interference power Ratio）を測定する、簡易な構成の
ものや、移動局と同様に自ら接続する基地局（のとまり木チャネル）を探索し受信機に探
索されたチャネルを設定し受信レベルやＳＩＲを測定する高度なものがある。後者のよう
に、自ら接続する基地局を探索する品質測定装置は動作が複雑となるが、用意する受信機
数を少なくでき小型化できるなどの利点があり、本発明ではこのような品質測定装置も対
象としている。
【０００５】
現在の移動通信システムでは、移動局や品質測定装置は基地局から通知される周辺基地局
情報に基づいて自らが接続する基地局の探索を行っている。これは、とまり木チャネルと
して使用可能な多数の無線チャネルのうち、自基地局の周辺の基地局が使用しており移動
局により探索される可能性の高い無線チャネルをあらかじめ移動局に通知することにより
、移動局が無線チャネル探索に費やす時間を短くし、探索を高速化することを意図した手
法である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このような手法においては、移動局がより正確に周辺基地局を探索するためには、周辺基
地局情報を多数の周辺基地局に関して用意する必要がある。しかし、周辺基地局情報を増
やすと、基地局から移動局へ通知する情報が多くなるため、情報の取得に時間がかかって
しまう。さらに、移動局は多数の無線チャネルについて探索を実行しなければならないた
め、移動局における周辺基地局探索の負荷を増大させてしまうという好ましくない問題を
生ずる。
【０００７】
反対に、周辺基地局情報を限られた少数の基地局に関してのみ用意すると、情報が少なく
なるため情報の取得にかかる時間が短縮され、さらに、移動局が探索する無線チャネルが
少なくなるため、周辺基地局探索の負荷は軽減されるが、ある地点で最良である基地局が
周辺基地局情報に含まれていない可能性が高くなってしまうために、周辺基地局探索の確
度（精度）が低下し、通信品質が劣化するあるいは通話が強制切断される、あるいは、着
信信号が受信できないなど重大な問題が発生する。
【０００８】
従来の方法では、最良の基地局（受信レベルの高い一局）から通知される周辺基地局リス
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ト（周辺基地局情報）のみに基づいて周辺基地局の探索を行っていたため、周辺基地局リ
ストに載っていない基地局が探索されることはなく、不意な飛び越し伝搬などにより遠く
の基地局への伝搬状況が最良となった場合でもその基地局と接続することはできなかった
。
【０００９】
このような問題点に鑑み、本発明は、基地局が提供する周辺基地局情報を増大させること
なく、移動局、品質測定装置等における周辺基地局探索の精度を向上させる方法を提供す
ることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
図２は本発明の作用を説明するための概念図である。図２の左上には、基地局Ａが管理し
移動局に通知する周辺基地局のリストが概念的に表されている。図では基地局Ａの周辺に
基地局Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、およびＧが位置し、これらが周辺基地局リストに載っている
。一方、図２の右上には、基地局Ｂが管理し移動局に通知する周辺基地局のリストが概念
的に表されている。図では基地局Ｂの周辺に基地局Ａ、Ｃ、Ｇ、Ｈ、Ｊ、およびＫが位置
し、これらがリストに載っている。従来の方法では、最良の基地局から通知される周辺基
地局リストのみに基づいて周辺基地局の探索を行っていたため、周辺基地局リストに載っ
ていない基地局が探索されることはなく、不意な飛び越し伝搬などにより遠くの基地局へ
の伝搬状況が最良となった場合でもその基地局と接続することはできなかった。しかし、
本発明の適用により、図２の下に示したように移動局は複数の基地局から通知される周辺
基地局情報（図２の下ではそれらの和集合）に基づいて周辺基地局の探索を行うために、
より広範囲な基地局を探索対象とすることができ、時々刻々と変化する伝搬状況に適応す
ることが可能で常に最良の基地局と接続するように作用する。
【００１１】
また、作成された和集合のうち図２の例では、例えば、基地局ＡおよびＢから通知された
両方の周辺基地局リストに載っている基地局ＣおよびＧを優先的に探索し、その他の基地
局を低優先度にて探索するようにすることもできる。こうすれば、周辺基地局の探索のた
めの負荷を増大させることなく、検出される確率の高い基地局を効率的に探索するように
作用する。
【００１２】
　上記目的を達成するために、請求項１による発明は、基地局が送信したとまり木チャネ
ルを探索し、受信することにより待ち受けを行う基地局を決定するための周辺基地局探索
方法であって、周辺基地局情報を含むとまり木チャネルを探索し、受信する探索受信ステ
ップと、前記探索受信 により受信したとまり木チャネルから周辺基地局情報を取
得する取得ステップ 、前記探索受信ステップにより受信したとまり木チャネルが
複数ある場合には、該複数のとまり木チャネルから周辺基地局情報を取得

【００１３】
　請求項２による発明は、請求項１に記載の周辺基地局探索方法であって、

【００１４】
　請求項３による発明は、
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ステップ
であって

するステップと
、前記周辺基地局情報の和集合を作成する作成ステップと、前記和集合の個々の基地局に
ついて優先順位づけを行う優先順位づけステップとを備え、前記周辺基地局情報の個々の
基地局は優先順位づけが行われており、前記優先順位づけステップは、前記周辺基地局情
報における優先順位づけを考慮して、前記和集合における優先順位づけを行い、かつ基地
局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャネルの前記探索受信ステップにおけ
る受信レベルが高い場合には高く設定し、前記探索受信ステップは、優先度の高い基地局
のとまり木チャネルについては高頻度に探索を行い、優先度の低い基地局のとまり木チャ
ネルについては低頻度に探索を行うことを特徴とする。

前記優先順位
づけステップは、前記周辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設定
することを特徴とする。

基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することに



【００１５】
　請求項４による発明は、

【００１６】
　請求項５による発明は、

【００１７】
　請求項６による発明は、

【００３１】
以上の構成によれば、基地局が提供する周辺基地局情報を増大させることなく、移動局等
における周辺基地局探索の精度を向上させることができる。
【００３２】
また、各基地局の探索に優先順位づけを行うことにより、周辺基地局探索の負荷を増大さ
せることなく、周辺基地局探索の精度を向上させることができる。
【００３３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００３４】
（第１実施形態）
図３は本発明の第１実施形態に係る移動局の構成例を示す図である。同図は、移動局の構
成のうち本発明に関係する部分のみを概念的に示している。本実施形態に係る移動局は、
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より待ち受けを行う基地局を決定する移動局であって、周辺基地局情報を含むとまり木チ
ャネルを探索し、受信する探索受信手段と、前記探索受信手段により受信したとまり木チ
ャネルから周辺基地局情報を取得する取得手段であって、前記探索受信手段により受信し
たとまり木チャネルが複数ある場合には、該複数のとまり木チャネルから周辺基地局情報
を取得する取得手段と、前記取得手段により取得した周辺基地局情報に基づいてとまり木
チャネルの探索を行うように前記探索受信手段を制御する制御手段であって、前記周辺基
地局情報の和集合を作成し、前記和集合に基づいてとまり木チャネルの探索を行うように
前記探索受信手段を制御する制御手段とを備え、前記周辺基地局情報の個々の基地局は優
先順位づけが行われており、前記制御手段は、前記周辺基地局情報における優先順位づけ
を考慮して、前記和集合における優先順位づけを行い、かつ基地局の優先度を、該基地局
が含まれていたとまり木チャネルの前記探索受信手段による受信レベルが高い場合には高
く設定し、優先度の高い基地局のとまり木チャネルについては高頻度に探索を行い、優先
度の低い基地局のとまり木チャネルについては低頻度に探索を行うように前記探索受信手
段を制御することを特徴とする。

請求項３に記載の移動局であって、前記制御手段は、前記周辺
基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設定することを特徴とする。

基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信することに
よりとまり木チャネルの品質を測定する品質測定装置であって、周辺基地局情報を含むと
まり木チャネルを探索し、受信する探索受信手段と、前記探索受信手段により受信したと
まり木チャネルから周辺基地局情報を取得する取得手段であって、前記探索受信手段によ
り受信したとまり木チャネルが複数ある場合には、該複数のとまり木チャネルから周辺基
地局情報を取得する取得手段と、前記取得手段により取得した周辺基地局情報に基づいて
とまり木チャネルの探索を行うように前記探索受信手段を制御する制御手段であって、前
記制御手段は、前記周辺基地局情報の和集合を作成し、前記探索受信手段が前記和集合に
基づいてとまり木チャネルの探索を行うように前記探索受信手段を制御する制御手段とを
備え、前記周辺基地局情報の個々の基地局は優先順位づけが行われており、前記制御手段
は、前記周辺基地局情報における優先順位づけを考慮して、前記和集合における優先順位
づけを行い、かつ基地局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャネルの前記探
索受信手段による受信レベルが高い場合には高く設定し、優先度の高い基地局のとまり木
チャネルについては高頻度に探索を行い、優先度の低い基地局のとまり木チャネルについ
ては低頻度に探索を行うように前記探索受信手段を制御することを特徴とする。

請求項５に記載の品質測定装置であって、前記制御手段は、前
記周辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設定することを特徴とす
る。



移動局送受信装置３２０、ユーザインタフェース３２２、アンテナ３２４、報知情報取得
制御回路３２６、共通制御回路３２８、セルサーチ制御回路３３０、周辺基地局リスト編
集回路３３２、メモリ３３４、およびバス３３６を備える。
【００３５】
本実施形態に係る移動局は、基地局が送信したとまり木チャネルを探索し、受信すること
により通信または待ち受けを行う基地局を決定する。基地局が送信するとまり木チャネル
には周辺基地局情報、すなわち該基地局の周辺の基地局のとまり木チャネル等の情報が含
まれている。
【００３６】
移動局送受信装置３２０は基地局から送出される無線変調されたユーザ情報や制御信号を
復調したり、ユーザ信号や制御信号を符号化・変調し送るための装置である。送受信装置
３２０は周波数分割多元接続（ Frequency Division Multiple Access; FDMA）、時分割多
元接続（ Time Division Multiple Access; TDMA）、符号分割多元接続（ Code Division M
ultiple Access; CDMA）などにより異なるが、無線区間の変復調方式の違いは本発明の効
果に何ら影響を与えない。移動局送受信装置３２０はアンテナ３２４およびユーザインタ
フェース３２２にそれぞれ接続されている。共通制御回路３２８は、移動局の全般的な制
御を司る回路である。報知情報取得制御回路３２６は、移動局送受信装置３２０を制御す
ることによりとまり木チャネルにより基地局から移動局に通知される報知情報を取得する
回路である。セルサーチ制御回路３３０は、移動局送受信装置３２０に対してセルサーチ
（周辺基地局探索）の実行を指令し、また、セルサーチ実行結果を取得するための回路で
ある。さらに、周辺基地局リスト編集回路３３２は、報知情報取得制御回路３２６により
とまり木チャネルから取得した報知情報に含まれている周辺基地局リストを編集し、複数
の基地局から取得した周辺基地局リストの和集合を作成するための回路である。メモリ３
３４は各種データを記憶するための回路である。報知情報取得制御回路３２６、共通制御
回路３２８、セルサーチ制御回路３３０、周辺基地局リスト編集回路３３２、およびメモ
リ３３４はバスを介して相互に接続されている。
【００３７】
図２を用いて本実施形態に係る移動局の動作例を説明する。移動局の報知情報取得制御回
路３２６は、基地局ＡよりＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、およびＧを要素とする周辺基地局情報を
取得し、メモリ３３４に格納する。一方、基地局ＢからはＡ、Ｃ、Ｇ、Ｈ、Ｊ、およびＫ
を要素とする周辺基地局情報を取得し、メモリ３３４に格納する。周辺基地局リスト編集
回路３３２は、メモリ３３４上に登録された複数の周辺基地局リストを読み出し、その和
集合である、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｊ、およびＫを要素とする新たな周辺基
地局リストを作成する。セルサーチ制御回路３３０はこの新たに作成された周辺基地局情
報をメモリ３３４から読み出し、該情報に基づき移動局送受信装置３２０が行うセルサー
チ動作を制御する。
【００３８】
このように移動局が複数の基地局から周辺基地局情報を取得することにより、基地局が提
供する周辺基地局情報を増大させることなく、移動局における周辺基地局探索の精度を向
上させることができる。
【００３９】
（第２実施形態）
本発明の第２実施形態に係る移動局の構成は、本発明の第１実施形態に係る移動局の構成
と同様である（図３参照）。本実施形態に係る移動局は、周辺基地局情報に含まれていた
数が多い基地局の優先度を高く設定して、各基地局の探索の優先順位づけを行うことによ
り、周辺基地局探索の負荷を増大させることなく、周辺基地局探索の精度を向上させるこ
とができる。
【００４０】
図４は本発明の第２実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。図では、
２つの基地局からそれぞれ、ＢＣＤＥＦＧ、および、ＡＣＧＨＪＫという周辺基地局情報
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を取得した場合について示している。移動局はこれら２つの周辺基地局情報を用いて、こ
れらの和集合を作成するが、その時にリストに現れる回数に応じて要素を区別する。図で
は、ＣおよびＧが双方のリストに現れているためこれらを高優先度とし、探索頻度を２秒
に一回と設定している。これ以外の要素については低優先度とし、探索頻度を１０秒に一
回と設定している。
【００４１】
図では得られた周辺基地局情報が２つの場合について説明しているが、２より多くの周辺
基地局情報が存在している場合でも、それらリストに現れる回数により優先順位づけが可
能であり全く同様の手順で動作が可能である。また、図では、高優先度のものと低優先度
のものに固定的に探索頻度を与えるかのごとく説明したが、これは本発明の実施形態を限
定するものではない。どのような基準により頻度を指定するとしても、得られた複数の周
辺基地局リストに現れる回数に応じて、現れる回数の多い要素に対して探索頻度を高く、
現れる回数の少ない要素に対して探索頻度を低く設定する限りにおいて、全く同様の効果
を得ることができる。
【００４２】
（第３実施形態）
本発明の第３実施形態に係る移動局の構成は、本発明の第１実施形態に係る移動局の構成
と同様である（図３参照）。本実施形態に係る移動局は、基地局の優先度を、該基地局が
含まれていたとまり木チャネルの受信レベルが高い場合には高く設定して、各基地局の探
索の優先順位づけを行うことにより、周辺基地局探索の負荷を増大させることなく、周辺
基地局探索の精度を向上させることができる。本実施形態においても、周辺基地局情報に
含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設定している。
【００４３】
図５は本発明の第３実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。図では、
２つの基地局からそれぞれ、ＢＣＤＥＦＧ、および、ＡＣＧＨＪＫという周辺基地局情報
を取得した場合について示している。本動作例では、移動局はとまり木チャネルの受信レ
ベルにより重み付けを行う。図では左側の周辺基地局リストを通知するとまり木チャネル
の方が弱く受信された場合の例について示している。左側の周辺基地局リストに対して得
点２点、右側の周辺基地局リストに対して得点５点を仮定している。得点の与え方には様
々な方法が考えられるが、どんな方法を採るとしても、とまり木チャネルの受信レベルが
高いものに対して高い得点を、受信レベルの低いものに対して低い得点を与えるように構
成する限りにおいて、同様の効果が得られる。同図では、各要素について得点を合計して
いる。ＣおよびＧについては、双方のリストに現れているため、得点が２回加算され７点
となっている。その他については、レベルに応じた得点一個のみが加算される。
【００４４】
最終的に得られた得点に応じて、探索周期を設定されている。また、図では、高優先度の
ものと低優先度のものに固定的に探索頻度を与えるかのごとく説明したが、これは本発明
の実施形態を限定するものではない。どのように探索頻度を与えるとしても、得られた得
点が大きいものに対して高頻度に、得られた得点が小さいものに対して低頻度に探索頻度
を設定する限りにおいて同様の効果が得られる。
【００４５】
本実施形態においても、周辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設
定しているが、周辺基地局情報に含まれていた数を考慮しないようにすることもできる。
例えば、図５の例では各要素（基地局）について得点を合計しているが、最高得点をその
基地局の得点とするようにすることもできる（その場合、基地局ＣやＧの得点は７点では
なく、５点になる）。
【００４６】
（第４実施形態）
本発明の第４実施形態に係る移動局の構成は、本発明の第１実施形態に係る移動局の構成
と同様である（図３参照）。本実施形態に係る移動局は、周辺基地局情報においてすでに
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行われている優先順位づけを考慮して、各基地局の探索の優先順位づけを行うことにより
、周辺基地局探索の負荷を増大させることなく、周辺基地局探索の精度を向上させること
ができる。本実施形態においても、周辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先
度を高く設定している。また、基地局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャ
ネルの受信レベルが高い場合には高く設定している。
【００４７】
図６は本発明の第４実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。図では、
２つの基地局からそれぞれ、ＤＦＣＢＥＧ、および、ＧＪＡＨＣＫという（優先）順位づ
けされた周辺基地局リストが通知された場合について示している。リストの左側に現れる
基地局ほど順位が高く高優先度とされるべき基地局であることを示しているものとする。
図では、基礎得点として順位が最も高いものに対して６点、順位が最も低いものに対して
１点というように、順位に応じて得点が与えられている。さらに、先の例と同様にとまり
木の受信レベルに応じて得点が与えられている。図６では、先の例と同様に左側の周辺基
地局リストに対して２点、右側の周辺基地局リストに対して５点が与えられているとして
いる。それぞれの要素に対して、基礎得点とレベルに応じた得点を掛け合わせた上で得点
を加算していく。例えば、基地局 Gに対する得点は、左側の周辺基地局リストから１×２
＝２点が、右側の周辺基地局リストから６×５＝３０点がそれぞれ加算され、結局トータ
ルして３２点の得点が加算される。他の要素についても同様に、得点を加算し、得点の多
い順に列べた上で探索頻度を設定する。なお、図では、順位付けされたリストに対する得
点やレベルに応じた得点、あるいは探索周期は固定的に定めるごとく説明したが、これは
本発明の実施形態を限定するものではない。どのような得点づけが行われるとしても、順
位づけされたリストのうち順位の高いものに高い得点を、レベルの高い物に高い得点を、
さらには、得点の高い物に対して高頻度の探索を行うように設定する限りにおいて、同様
の効果が得られる。
【００４８】
本実施形態においても、周辺基地局情報に含まれていた数が多い基地局の優先度を高く設
定しているが、周辺基地局情報に含まれていた数を考慮しないようにすることもできる。
また、基地局の優先度を、該基地局が含まれていたとまり木チャネルの受信レベルが高い
場合には高く設定しているが、受信レベルを考慮しないようにすることもできる。すなわ
ち、受信レベルにかかわらず、同一の得点にするようにすることもできる。
【００４９】
（その他）
上記実施形態では移動局を例に説明したが、本発明は、例えば、基地局が送信したとまり
木チャネルを探索し、受信することにより通信の品質を測定する品質測定装置に適用する
こともできる。品質測定装置の構成および動作は、例えば上記実施形態で説明した構成お
よび動作と同様のものとすることができる。
【００５０】
また、上記実施形態では、取得した周辺基地局情報の和集合を作成し、該和集合に基づい
てとまり木チャネルの探索を行っているが、必ずしもそのような和集合に基づいてとまり
木チャネルの探索を行わなければならないわけではない。例えば周辺基地局情報に含まれ
ていた数が一定以上の基地局についての集合を作成し、該集合に基づいてとまり木チャネ
ルの探索を行ってもよい。また例えば、受信したとまり木チャネルのうち受信レベルが一
定以上のものに含まれる周辺基地局情報の和集合を作成し、該和集合に基づいてとまり木
チャネルの探索を行ってもよい。さらに例えば、周辺基地局情報においてすでに基地局の
優先順位づけが行われている場合に、その上位のもののみを対象として集合を作成し、該
集合に基づいてとまり木チャネルの探索を行ってもよい。
【００５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、基地局が提供する周辺基地局情報を増大させるこ
となく、移動局等における周辺基地局探索の精度を向上させることができる。
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【００５２】
また、各基地局の探索に優先順位づけを行うこと（例えば、周辺基地局情報に含まれてい
た数が多い基地局の優先度を高く設定すること）により、周辺基地局探索の負荷を増大さ
せることなく、周辺基地局探索の精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】移動通信システムの例を示す図である。
【図２】本発明の作用を説明するための概念図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る移動局の構成例を示す図である。
【図４】本発明の第２実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。
【図５】本発明の第３実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。
【図６】本発明の第４実施形態に係る移動局の動作例を説明するための図である。
【符号の説明】
１１１－１～１１１－５　基地局
１１２－１～１１２－３　移動局
３２０　移動局送受信装置
３２２　ユーザインタフェース
３２４　アンテナ
３２６　報知情報取得制御回路
３２８　共通制御回路
３３０　セルサーチ制御回路
３３２　周辺基地局リスト編集回路
３３４　メモリ
３３６　バス
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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